源氏物語 

明 石 
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紮 ーェ咅 

與謝野 晶子 訳 



わりな くも わかれが たしと しら 玉の 涙 

をな がす 琴の いと かな (晶子) 

まだ 雨風 はやまな いし、 雷鳴が 始終す る こと も 同じ 

わび す ま 

で 幾日 かたった。 今 は 極度に 侘しい 須 磨の 人た ちで 

あった。 今日まで のこと も 明日から のこと も 心細い こ 

とば かりで、 源氏 も 冷静に はして いられなかった。 ど 

うすれば いいであろう、 京へ 帰る こと もま だ 免職に 

なった ままで 本官に 復 したわけ でもなん でもない ので 

あるから 見苦し い 結果 を 生む ことになるで あろうし、 



とする 言葉 もお りおり 洩らす ので ある。 源氏 も かねて 

うわさ 

興味 を 持って 噂 を 聞いて いた 女であった から、 こん 

な 意外な 土地へ 来る ことにな つたの は、 その 人との 前 

生の 縁に 引き寄せられて いるので はない かと も 思う こ 

と は あるが、 こうした 境遇に いる 間 は 仏 勤め 以外の こ 

とに 心 をつ かうまい。 京の 女王に 聞かれても やましく 

ない 生活 をして いるのと は 違って、 そう なれば 誓って 

うそ 

きた こと も 皆噓に とられる のが 恥ずかし いと 思 つ て、 

入道の 娘に 求婚 的な 態度 をと るよう な こと は 絶対にし 

なかった。 何 かのこと に 触れて は 平凡な 娘で はなさ そ 

うで あると 心の 動いて 行く こと はない のではなかった _ 



なげ 

で 歎いて いた。 娘 自身 も 並み並みの 男 さえ も 見る こと 

まれ いなか すきみ 

の 稀な 田舎に 育って、 源氏 を 隙 見した 時から、 こんな 

びぼう きょうたん 

美貌 を 持つ 人 もこの 世に はいるので あつたかと 驚歎 

はした が、 それによ つてい よいよ 自身と その 人との 

^隔を 明瞭に 悟る ことにな つて、 恋愛の 対象な どに 

すべきで ない と 思って いた。 親た ちが 熱心に その 成立 

を 祈って いるの を 見聞きして は、 不似合いな こと を 思 

う ものであると 見て いるので あるが、 それと ともに 低 

い 身の ほどの 悲しみ を 覚え 始めた。 

とば リ 

四月に なった。 衣が えの 衣服、 美しい 夏の 帳な ど 

を 入道 は 自家で 調製した。 よけいな こと をす る もので 



がそ ここ こに 盛り上が つていて、 その また 陰影の 地に 

落ちた ところな どに 水鶏が 戸 をた たく 音に 似た 声で 鳴 

いている の も おもしろい 庭 も 控えた こうした 所で、 優 

秀な 楽器に 対してい る ことに 源氏 は 興味 を 覚えて、 

「この 十 三絃と いう 物 は、 女が 柔らかみ を もって あま 

り 定まらな いふうに 弾いた のが、 おもしろく ていいの 

です」 

などと 言って いた。 源氏の 意 は ただおお まかに 女と 

いう ことで あつたが、 入道 は 訳 もな く うれしい 言葉 を 

聞きつ けたよう に、 笑みながら 言う、 

「あなた Si が あそばす 以上に おもしろい 音 を 出しうる 



えんぎ 

ものが どこに ございましよう。 私 は延喜 の聖 帝から 伝 

わりまして 三代 目の 芸を 継いだ 者で ございま すが、 不 

運な 私 は 俗界の ことと ともに 音楽 もい つ たん は 捨てて 

しまったので ございま したが、 憂鬱な 気分に なって お 

ります 時な どに 時々 弾いて おります の を、 聞き覚えて 

弾きます 子供が、 どうしたので ございま すか 私の 祖父 

ひがみ ス 

の 親王に よく 似た 音 を 出します。 それ は 法師の 僻 耳で、 

松風の 音 をそう 感じて いるの かもしれ ません が、 一度 

お聞きに 入れたい もので ございます」 

ふる 

興奮して 懐え て いる 入道 は 涙 も， y ぼして いるよう で 

ある。 



年の 間 老いた 法師が お祈りい たして おります 神 や 仏が 

あわ^ 

憐みを 一家に おかけく ださいまして、 それでし ばら 

へきち 

くこの 僻地へ あなた 様が おいでにな つたので はない か 

と 思われます。 その 理由 は 住 吉の神 をお 頼み 申す こと 

になり まして 十八 年になる ので ございます。 女の子の 

小さい 時から 私 は 特別な お願い を 起こしまして、 毎年 

さんけい 

の 春秋に 子供 を住吉 へ 参詣させる ことにい たして おり 

ます。 また 昼夜に 六 回の 仏前のお 勤め をいた します の 

にも 自分の 極楽往生 はさし おいて 私 は ただこの 子に よ 

い 配偶者 を 与えた まえと 祈って おります。 私自身 は 前 

生の 因縁が 悪くて、 こんな 地方 人に 成り下がつ ており 



のか もしれ ないから と 思って、 心づ かい をしながら 手 

くるみ 

紙 を 書いた。 朝鮮 紙の 胡桃 色の ものへ きれいな 字で 書 

いた。 

をち こち なが こず ゑ 

遠近 もしらぬ 雲井に 眺め わび かすめし 宿の 梢 を 

ぞ とふ 

思う に は。 (思 ふに は 忍ぶ る Y とぞ食 (けにけ る 色に 

出で じと 思 ひし もの を) 

こんな ものであった ようで ある。 人知れず この 音信 

を 待った めに 山手の 家へ 来て いた 入道 は、 予期 どおり 



わす 女と して 許される という ことが ほんとうの 幸福で 

ある。 長い間 噂 だけ を 聞いて いて、 いつの 日に そう 

すきみ 

した 方 を 隙 見す る ことができる だろうと、 はるかな こ 

とに 思って いた 方が 思いがけなく - J の 土地へ おいでに 

なって、 隙 見で はあった がお 顔 を 見る ことができ たし、 

有名な 琴の 音 を 聞く こと もかない、 日常の 御 様子 も詳 

しく 聞く ことができ ている、 その上 自分へ お 心 をお 語 

リ になる ような 手紙 も 来る。 もうこれ 以上 を 自分 は 望 

みたくない。 こんな 田舎に 生まれた 娘に これ だけの 幸 

いの あつたの は 確かに 果報の あった 自分と 思わな けれ 

ばなら ない と 思って いるので あって、 源氏の 晴人 にな 



しい ものです。 前から 期待して いたので すから」 

などと よく 入道に 言って いた。 入道 は そっと 婚姻の 

吉日 を 暦で 調べさせて、 まだ 心の 決まらな いように 

言って いる 妻 を 無視して、 弟子に も 言わずに 自身で い 

ろい ろと 仕度 をして いた。 そうして 娘の いる 家の 設備 

を 美しく 整えた。 十三 日の 月が はなやかに 上った ころ 

に、 ただ 「あたら 夜の」 (月と 花と を 同じく ば 心 知られ 

ん 人に 見せば や) とだけ 書いた 迎えの 手紙 を 浜の 館 

の 源氏の 所へ 持たせて やった。 風流が りな 男で あると 

思いながら 源氏 は 直 衣 を きれ い に 着かえ て、 夜が ふけ 

てから 出かけた。 よい 車 も 用意され てあつた が、 目 だ 



+6 で 

使い も、 そのこと として 派手に 扱うよう な こと はしな 

かった。 こんな ことに も 娘の 自尊心 は 傷つ けられた よ 

うで ある。 それ 以後 時々 源氏 は 通って 行った。 少し 

みちのり 

道程の ある 所で もあった から、 土地の 者の 目につく こ 

とも 思って 間 を 置く ので あるが、 女の ほうで は あら か 

じめ 愁えて いた ことが 事実に な つたよう に 取って、 

はんもん 

煩悶して いるの を 見て は 親の 入道 も 不安に なって、 極 

なま 

楽の 願い も 忘れた ように、 仏 勤め は 怠けて、 源氏の 君 

の 通って 来る こと を 大事 だと 考えて いる。 入道から い 

えば 事が 成就して いるので あるが、 その 境地で 新しく 

物思い をして いるの が 憐れであった。 二 条の院 の 女王 



情けの こもった 手紙 を 源氏 は 京へ 書いた ので あるが、 

奥に 今度の こと を 書いた。 

私 は 過去の 自分の した ことで は あるが、 あなた を不 

快に させた つまらぬ いろいろな 事件 を 思い出して は 

胸が 苦しくな るので すが、 それ だのに また ここでよ 

けいな 夢 を 一 つ 見ました。 この 告白で どれ だけ あな 

たに 隔ての ない 心 を 持って いるか を 思 つてみ てくだ 

さい。 「誓 ひし こと も」 (忘れ じと 誓 ひし こと を あや 

みかさ 

またば 三 笠の 山の 神 もこと われ) という 歌の ように 

私 は 信じて います。 

と 書いて、 また、 



何事 も、 

ま 

しほし ほと 先づ ぞ 泣かる るかり そめの みるめ は 

あ ま 

海人の す さび なれ ども 

と 書き添えた 手紙で あつ た。 

力れ， < 

京の 返事 は 無邪気な 可憐な もので あつたが、 それ も 

奥に 源氏の 告白に よる 感想が 書かれて あった。 

お言いに ならないで はいら つ しゃれない ほど 現在の 

お 心 を 占めて います こと をお 報ら せく ださいまして 

承知いた しました が、 私に は 新しい 恋人に 傾倒して 



くこと にしよう」 

と 源氏 は、 京から 持って来た 琴 を 浜の 家へ 取りに 

やって、 すぐれた むずかしい 曲の 一節 を 弾いた。 深夜 

の 澄んだ 気の 中であった から、 非常に 美しく 聞こえた。 

入道 は 感動して、 娘へ も 促す ように 自身で 十 三絃の 琴 

きちよう 

を 几帳の 中へ 差し入れた。 女 もとめ どなく 流れる 涙に 

じょ ラず 

誘われた ように、 低い 音で 弾き出した。 きわめて 上手 

である。 入道の 宮の十 三絃の 技 は 現今 第一 であると 思 

うの は、 はなやかに きれいな 音で、 聞く 者の 心 も朗ら 

まう".^ つ 

かにな つて、 弾き手の 美し さも 目に 髡髴と 描かれる 点 

などが 非常な 名手と 思われる 点で ある。 これ はあく ま 



それ は 省いて おく。 

きょうおう は で 

出立の 日の 饗応 を 入道 は 派手に 設けた。 全体の 人 

せんべ つ そろ 

へ 餞別に りっぱな 旅装 一 揃いず つ を 出す こと もした。 

い つの 間に この 用意が された ので あるかと 驚く ばかり 

であった。 源氏の 衣服 はもと より 質 を 精選して 調製し 

ころもび つ 

てあつた。 幾 個 かの 衣櫃が 列に 加わって 行く ことに 

かりぎぬ 

なって いるので ある。 今日 着て 行く 狩 衣の 一所に 女の 

fs" 力 

寄る 波に たち 重ねた る 旅 衣し ほどけし とや 人の い 

とはん 



ことが 名残惜しくて ならない、 どう すれば いいこと な 

ん だか」 

と ^一一 一 n つ て 、 

い なげ 

都 出で し 春の 歎きに 劣らめ や 年 ふる 浦 を 別れぬ る 

秋 

と 涙 を 袖で 源氏 は 拭って いた。 これ を 見る と 入道 は 

気 も 遠くな つたよう に 萎れて しまった。 それき リ 起居 

も よろよろ とする ふうで ある。 明 石の 君の 心 は 悲しみ 

に 満たされ ていた。 外へ は 現わすまい とする ので ある 



の 心の 落ち着いたの とともに、 またも 別離 を 悲しんだ 

明 石の 女が かわいそうに 思い やられた。 源氏 は 恋愛の 

苦に どこまでも つきまとわれる 人の ようで ある。 源氏 

は 夫人に 明 石の 君の こと を 話した。 女王 はどう 感じた 

か、 恨み を 言う ともなし に 「身 をば 思 はず」 (忘らる る 

身 をば 思 はず 誓 ひて し 人の 命の 惜しく も あるかな) な 

どと はかな そうに 言って いるの を、 美しい とも 可憐で 

あると も 源氏 は 思った。 見ても 見ても 見 飽かぬ この 人 

と 別れ別れに いるよう な こと は 何が させた かと 思う と 

今 さら また 恨めし か つ た。 

間もなく 源氏 は 本官に 復 した 上、 権 大納言 も 兼ねる 



るので あるが、 昨今に なって 陛下の 御 気分 はおよ ろし 

かった。 しめ やかに お 話 を あそばす うちに 夜に なった。 

十五夜の 月の 美しく 静かな もとで 昔 をお 忍びに な つ て 

帝 はお 心 を しめらせて おいでになった。 お 心細い 御 様 

子で ある。 

「音楽 を やらせる こと も 近 ごろ はない。 あなたの 琴の 

音 もずい ぶん 長く 聞かなん だね」 

と 仰せられた 時、 

わたつみに 沈み うら ぶれ ひるの 子の 足 立た ざり し 

年 は^にけ り 



あ P れ 

と 源氏が 申し上げ ると、 帝 は 兄 君ら しい 憐 みと、 君 

主としての 過失 をみ ずから お認めになる 情 を 優しく お 

見せに な つ て、 

宮ば しらめぐ リ逢 ひける 時し あれば 別れし 春の 恨 

み 残すな 



と 仰せられた。 艷な御 様子であった。 

源氏" 

ていた。 



おんため ほけきょう 

源氏 は 院の御 為に 法華経の 八講を 行なう 準備 を させ 
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